
　　　災無線で声が届く限り住民の皆さんへ避難を呼びかけ
　　　た娘さん、娘さんの声を聞きながら避難されたお母さ
ん、その心中を考えるとなんとも言えない気持ちになります。
突然発生する地震、自然の恐ろしさを改めて感じさせられま
した。日が経つにつれ明らかになる被害の甚大さに愕然とし
ますが、日本中、世界中の方々が助けになりたい、少しでも役
に立ちたいと行動されています。被災された方々に一日でも
早く笑顔が戻りますように、今、自分にできることを考え、で
きる限りのことをしていきたいと思います。　　　　 （髙橋）
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　　　大地震で、家も家族も友人も一瞬にして失い一人残っ
　　　て、お母さんと叫ぶ娘さんを見ていると胸が締め付け
られる様ないたたまれない気持ちになった。だいぶ前に日本
沈没という映画を見た時の映像が思い浮かんだ。亡き父が、晩
酌をしている時によく口にしていた言葉が「お前たちには俺
の気持ちは分からんどが。」大津波の跡の悲惨な光景を見ると
戦場経験者の父の言葉が少し理解出来るような気がした。
　世の中どんなことがあるか誰にも予測出来ない。毎日を悔
いが残らないよう精一杯生きなければと思った。　　 （谷口）

巨

防

　３月12日（土）・13日（日）に開催された第８回きやんせふるさと
フェスタのオープニングセレモニーの様子（写真左から全日本女
子バレーボール真鍋監督・第７回東宝シンデレラオーディション
でグランプリの上白石萌歌さん・同オーディションで審査員特別
賞の上白石萌音さん・全日本男子バレーボール植田監督）。
　川内駅前広場（西口・東口）で、食のじまん市や特産品販売、フ
リーマーケット、大綱練りなどが行われました。
　また会場では、同フェスタの実行チーム員らによる東北地方太
平洋沖地震の被災者へ向けた災害義援金の募金活動も行われまし
た。来場された多数の方々から２日間で計311，833円もの義援金
をいただきました。皆さまの義援金へのご協力に感謝を申し上げ
るとともに、被災地の皆さまの一日も早い復興をお祈りいたします。

＊音声案内後に内線番号を押してください。

九州新幹線全線開業！きやんせふるさとフェスタ開催
　　　　　　　　 被災地へ向けた義援金の呼び掛けも

やくしょにコール

うえ と

かみ しら いし も か

かみ しら いし も ね

ら

東北地方太平洋沖地震の義援金を
　　　　　　　　受け付けています
　３月11日（金）に発生した東北地方太平洋沖地震の被災者に
対する義援金箱を市役所本庁（２階ロビー）・各支所、市社会福
祉協議会本所・各支所に設置しています。皆さまのご協力をお
願いいたします。なお、３月25日（金）までに寄せられた義援金
額は9,788,404円です。
　また、電話やメールによる義援金詐欺が発生しています。義
援金や募金をされる際には、十分ご注意ください。
【問合先】＝■本庁障害・社会福祉課社会福祉グループ
　　　　　　　（23）5111（内線2171）
　　　　　　および各支所市民生活課
　　　　　■市社会福祉協議会　本所
　　　　　　　（22）2355
　　　　　　および各支所

川内駅での募金活動の様子川内駅での募金活動の様子
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お便り内容
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
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○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○
・住所
・氏名　・年齢　・性別
・電話番号
・ペンネーム

ハガキおもて

ハガキうら

（記入例）

お便り
募集

　当コーナーにお便りなどが掲載された皆さ
んへ、竹ノート（Ａ５判・非売品）をプレゼン
トします。このノートは、中越パルプ工業（株）
川内工場様のご好意によるものです。お便り
お待ちしています。

竹ノートを
プレゼント

2011. ４.10　広報さつませんだい㉛ ㉚広報薩摩川内　2011. ４.10

デザインが
変わりました!!




